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▲はじめに▼

お買い上げいただき誠にありがとうございます。 ご使用の際には、取扱説明曹をよく読
んでいただき、 正しくお取り扱いくださるようお願い申し上げます。

取扱説明書は、本製品を正しく動作させ、安全にご使用いただくために、必要な知識を
提供するためのものです。 いつも本製品と 一 緒に置いて使用してください。
また、取扱説明書の内容について不明な点がございましたら、弊社セ ー ルスマンまでお
問い合わせください。

▲梱包内容の確認，，

冬季の寒い時期などに急に暖かい部屋で開梱しますと、本製品の表面に露を生じ、本製

品動作に異常をきたす恐れがありますので、室温に馴染ませてから開梱するようお願い
申し上げます。

本製品は十分な検査を経てお客様へお届けいたしておりますが、 ご受領後開梱しました
ら、外観に損傷がないかご確認ください。 また、本製品の仕様、付属品等についてもご
確認をお願いいたします。
万一、損傷・欠品等がございましたら、 ご購入先または弊社支店・営業所にご連絡くだ
さい。
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▲本製品を安全にご使用いただくために

本製品は、安全に配慮して製造しておりますが、 お客様の取り扱いや操作上のミスが大き
な事故につながる可能性があります。

そのような危険を回避するために、必ず取扱説明書を熟読の上、内容を十分にご理解いた
だいた上で使用してください。

本製品のご使用にあたって、以下の事項を必ずお守りください。 なお、取扱注意に反した
行為による齢害については保証できません。

本取扱説明曹では、本製品を安全に使川していただくために以下のような事項を記載して
います。

こ
感電事故など、取扱者の生命や身体に危険がおよぶ恐れがある場合に

その危険を泄けるための注意事項が記されています。

機器を肌傷する恐れがある場合や、取扱上の 一 般的な注意事項が記さ

れています。
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l し ■ 電源について ■， 
し 供給電源が本製品の定格銘板に記載されている定格内であることを確認してください。
9 また、、、感電や火災等を防止するため、電源ケー プルや接続ケ ー ブル、及び2極 ー 3極変
し 換アタフタは、必ず弊社から支給されたものを正しくお使いください。
i
し ■ 保護接地及び保護機能について■，
i 本製品の電源を入れる前に必ず保護接地を行ってください。
i 保護接地は本製品を安全にご使用いただき、お客様及び周辺機器を守る為に必要です。
i なお、次の注意を必ずお守りください。

i 1)保護接地
i 本製品は感電防止などのために、接地線のある3極電源ケ ー プルを使用してい
i ます。必ず保護接地端子を備えた3極電源コンセントに接続してください。

i 2)保護接地の注意
i 本製品に電源が供給されている場合に、保護接地線の切断や保護接地端子の結
i 線を外したりしないように、注意してください。
、 もしこのような状態になりますと本製品の安全は保証できません。

| 3)

尉[I言i
0

[1且墨［：書叫り塁塁昇贔盆翠ビ
ロ］奇— ァ ー ス線

し ■ ガス中での使用 ■， 
し 可燃性、爆発性のガス、また蒸気のある雰囲気内で使用しないでください。
し お客様及び本製品に危険をもたらす原因となります。， 
i ●ケ ー スの取り外し■

l 本製品のケ ー ス取り外しは、たいへん危険ですので、那社のサ ー ビスマン以外が行うこ
i とを禁止いたします。，
i ■ 入力信号の接続 ■

; i 
i 本製品の保護接地端子を確実に接地してから被測定装置への接続を行ってください。 i 
i 本製品と接続される測定器等との接地電崩器が同相許容入力電圧範囲を越えないように i 
i ご注意ください。また、接続される測定器寺と多点接地とならないように注意してくだ i 
i さい。

i ■ 出力信号の接続 ■

1 ！ 本製品の出カコモンは保護接地と同じ測定系の接地点に接続してください。

i ■ ヒュ ー ズの交換 ■

i i ヒュ ー ズを交換する場合、下記の項目に十分注意を払って行ってください。
、 1)ヒュ ー ズ切れの場合、本体内部が故障していることが考えられますので、ヒュ ー し
し ズを交換する前に原因をよくお確かめください。 ＇

� 2)ヒュ ー ズ交換するときは、必ず電源スイッチをOFFにし、電源ケ ー プルをコネクタ ！
し より外し、入カケ ー プルも外してください。

lし 8)ヒュ ー ズは必ず指定の定格のものを使用してください。

l l 
! . -，，―，，1 
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！ ！ 
！ ■取り扱い上の注意• i i 以下の事項に十分注意して、本製品をお取り扱い く ださい。

i 
l l)本製品の操作方法を理解している人以外の使用を避けてください。 l 
l 2)本製品の保門温瞑は、 ー 2 0~7 0℃です。 し
！ 特に、夏のI、•関lには長時間日射の当たる場所や温度が異常に高くなる場所（自動車 ！ 
し 内等）での保管は雌けて く ださい。 し� .... .... . 

\ 
� 3)本製品を以下のような場所に設四しないでください。 9 
' - ...... ........... .......... . . ' 

し ①本体内部の温度上昇を防ぐため、通風孔があいています。 し
9 本製品のまわりを囲んだり、左右や上部に物を置 く など通風孔をふさぐような し
i ことは絶対に行わないで く ださい。

i i （本体内部温度の異常上昇につながり故障の原因となります。）
i ②紙などの燃えやすいものを本製品の近 く に置かないでください。 し
iI 4)本製品を以下のような場所でご使用にならないで く ださい。 l 
� - _.......,,_. �.... -- -... _ -..... � ·-.... �._,. .. - ·- _..,. ' 
' ①直射日光や暖房器具などで高温または多湿になる場所 ， 

（使用温度範囲： 0 ～ 40℃、湿度範囲： 20~85%) ; 
i ②水のかかる場所 i ヽ ③塩分・油・腐食性ガスがある場所 しi ④湿気やほこりの多い場所

し
i ⑤振動のはげしい場所

： ! 5)電源電圧の変動に注意し、本製品の定格を越えると思われるときは、ご使用になら 、

i ないでください。 ： 
} 6)雑音の多い電源や、高圧電源の誘導等による雑音がある場合は、誤動作の原因とな し

i りますので、ノイズフィルタ等を使用してください。 ＇ 
＼ 

� 7)本製品の最大許容入力電圧を越えた入力を接続しますと故隙の原因となりますので 9
9 行わないでください。 し
! .. ...... ........ . . ... .. .... . .. ' 
! 8)本製品の通風孔などの穴にとがった棒などを差し込まないでください。

； し 故障の原因となります。
9 9 
i 9) 本製品の精疫を維持するために、定期的な校正をお勧めします。 1 年に一度定期校 i
i 正（有償）を行うことにより、信頼性の高い測定が行えます。 9 

1

1 0
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く
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取扱上の注意事項

1. 本器の入力電圧範囲にご注意下さい。

同相許容電圧は士lOV、差動許容電圧はDC士10

Vです。

2. 本器の出力に外部から電圧 ・電流を加えないでく

ださい。

3. 本器の電源電圧はAC 9 0~110Vの範囲で使用し

てください。

また電源ヒ ュ ー ズはタイムラグヒ ュ ー ズ(Tマ ー

ク）を使用してください。

4. 使用温度範囲(0~4 0℃)、 使用湿度範囲(2 0

-1..., 8 5%RH ,ただし結露除く）以内でご使用くだ

さい。

高湿度下、 低温保管されていたものを取り出して

使用するときは結露しやすいのでご注意ください。

5. 本器の保管場所は、 下記のような場所を避けてく

ださい。

0 湿度の多い場所

0 直射日光の当る場所

0 高淵熱源のそば

.o振動の激しい場所

0 ちり、 ごみ、 塩分、 水、 油、 腐蝕l'|：・ ガスの充

満している場所

6. 多チャネル使用時には通風に充分注意し、 ファソ
ュニ ット等との併用を行ってください。
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え 力ゞ

このたびは当社新シグナルコンディショナファミリーをお買上げいただき誠に有難うございました。
当ファミリ ーは、性能はもとより特にIEC規格に準拠、安全性、信頼性を考慮し開発したシグナ

ルコンディショナです。必ずや皆様の一般計測や計測システム等にお役に立つことと思います。
万ー不備な点がございましたら最寄の店所まで御連絡下さい。

当ファミリーには、下記の製品が販売されております。次の機会に是非ご検討下さい。

直 流増幅器 I

形 式I C H数 I 利 得

6 LO 1 I 2ch／ユニット I XO. 1~X 100

6LO 口ch／ユニット

6 LO ch／ユニット

可変利得X1~X2. 5 
X0.1~X1000 

可変利得X1~X3.3
XO. 1~X2000 

可変利得X1~X2. 5 

6 LO 7 I 2ch／ユニット I
X1~X 1000

可変利得X1~X2.5 

ひずみ測定器 □6
M

M
:7 7 ]I 1竺ch／ユ

ニ

ニロット

ACプリッジ式

自動バランス

OCプリッジ式

下ロ
動

バランス

直流電圧電流13K02［よ云二、y ~11V, 0~110mA 
発 生 器

ロ ー パスフィルタ I 9 Bo 2 I 2ch／ユニット I fc=1Hz~9kHz

周波数特性 備 考

DC~5kHz 入・出カアイ
ソレ ーション

I DC~100kHz I 直結差動入力

DC~10kHz 入・出カアイ
ソレ ーション

OC~100kHz 入・出カアイ
ソレ ーション

OC~2kHz 入・出カアイ
ソレ ーション

DC~10kHz 入・出カアイ
ソレ ーション

I DC~100kHz

当ファミリ ーでは、下記のユニット台、ユニットケ ー スが用意されています。

ユ ←—— � 
- -

ペンチトップ

卜 五I

ー ス1

ラックマウントケ ース1

形 式 項 目 I 備
43721 lCH用

- •• 日

7905 3CH用---一-------■ ―

7906 6CH用

7907 8CH用

7908 8CH用



1. 各部の名称と機能
1 - 1 liiirhiパネル

DC 
AMPLIFIER 

ロコ
30 

④
 

IK 

FILTER (HZ) 
ME.AS 

巨エ］ GAIN VAR 
IOO

0馴0 ID/ ff.r l l�o ZERO 

IO\\\\l 
1ク／w／0

IOK 

IK 

FILTER (HZ) 

ニ危直
POWER O 

MEAS 

ロ？

図 l

① CH番号を貼ります。
② 利得微調整 (VAR)

左ヘ 一杯に回したときの利得は④のGAI N設
定値となり、 右へ廻す にした がって利得は増加
します。右 一杯の位置で④のGAIN設定値 の 約
3. 3倍になります。

® 零調整 (ZERO) 
左ヘ 一杯に回すと約ーlV，右ヘ一杯に回すと約
+1V出力電EEが移動します。

④ 利得切換スイッチ (GAIN)
左 一 杯XlO倍（入力lVの信号が出力lOVにな

る）からXlOOO倍（入刀1 OmVの信号が出力
lOVになる）まで、 ス テ ップで切換えができます。

す。
⑤ フィルタ切換スイッチ (FILTER)

フィルクの遮断周波数の 切換えで、 2ボ ールの
ベッセル形フィルタです。W/B (ワイドバソ
ド）時はパスになります。

⑥ 入力切換スイッチ (MEAS-OFF )
このスイッチを押し込むと、 入力が切離されて
OFFになります。 再び押し込むとボクソが出
て入力がONになります。
④GAIN.②VAR に無関係に出力電圧のチェ
ックが出米ます。

⑦ 減衰器 ス イッチ (ATT)
この ス イッチを押し込むと入力が1/100 に減

衰されて増幅器に入ります。再び押し込むとボ
クソが出て入力がダイレクトに増幅器 に入りま
す。

® 出刀過大表示 (0 VER) 
出力電圧が約士10.5Vを越えると、 越えた側で
赤色LEDが点灯し、 異常を知らせます。
出力電圧がOVERになる時間が短いとき、 また
は非くり返し波形のときは目視できません。

⑨ 校正電圧ボタ 、ノ (CAL)
こ のボタ 、ノを押すことにより、 2チャソネル同
時に校正電圧が印加されます。②VARを左一杯
に回しておいて、 CALボクソを押すと出力で十
2Vの 校正電圧が出ますo VARを右へ廻すに従
って校正電圧も増加し、十6.6V以上になります。
⑥のMEAS-OF F切換スイッチは、 入力信号と
本器との間の ON·OFFスイッチなので、 この

スイッチがどの位償であっても、 C ALは印加
できます。

⑩ 電源スイッチ （POWER)
スイッチを押すと、 本器に電源が供給されます。

再びスイッチを押すとボクソが出て、 電源が

OFFになります。このときスイッチのノブに黄
色いリソグがでます。

⑪ パネルロ ック
本器をケ ー スに収納するときに使用します。手

前に強く引くとロ ックが外れ、 ケ ー スからとり
出すことができます。

ー



1 - 2 背面パネル

OUTPUT 

A 

B

 

◎
T. 0.125A 

12 

⑮ ヒ ュ ー ズホルダ (FUSE)

電源ヒ ュ ー ズです。本器で使用しているヒュ ー

ズは、 5 ,P X20 口のミゼット型でタイムラグヒ

ュ ー ズです。

⑯ 電源コネクタ (POWER)

付属の電源ヶ ー プルを接続します。
3 ピソコネククの中央のア ー スピソと⑭保護用

接地端子とは接続されています。

POWER 
AC IOOV 

圃 圃

図 2

⑫ 入カコネクク （INPUT)

直流増幅器用入カケ ー プルを接続します。

⑬ 出カコネクタ (OUTPUT) 

出力電圧、 電流は士 lOV ，士 50mA です。

電圧入刀の記録器（デ ー タレコ ー ダ、 直流増幅
器付オシログラフ）、 A/D変換器など、 また

電磁オシログラフも接続できます。

⑭ 保護用接地端子 (GND)

本器はIE C規格クラスI機器となっています

ので、 ご使用に際して接地をとってください。

- 2 -



2 測 定 準 備
ク ・・ •フ

‘

JI �lを桜続する前に次(/) r t． を碓認lて

く1/'さし‘o

(J) 入 、J'切換：‘t、イッチ⑥を押込ん（：•‘ O FFrす

る。

(2)寵御スイッチ⑩をOFFにする。

(3) 保護｝廿桜地端子⑭をア ー ．シ＇ におとす。

3． 測 定

:1 - 1 人）Jケ ー プルの接続

付属の入カケ ー プルを背面入カコオクタに

差込みます。
人刀ケ ー ブルのシ ー ルドは、 本器の． I モソ

じなっている(/)で入刀接続図に従って 、ン 一

ルドを接続してください。

ほほI I:"ンが上1ごくる

©信号源が中衡のとき
(1) シ ー ルドが信号源にとれるとき

（プリッジ）

図5

(2) 信号源が2線式（熱電対）のとき

出力

キン面

図3

⑤ピソH
①ピソL
② ― ③ ― ④ ― ⑥ —⑦ ― ⑧ 
一⑨シ ールド（コモソ）

入力接続図

◎信号源が不乎衡のとき
デ ー タレコ ー ダのバッファ

出力

図4

出力を逆位相にしたい場合は、 赤。白芯線を

遊に接続してください。

図6

本器の入力抵抗は約2MQで、 差動許容入

刀電圧はAC ·DCl ov I 同相許容入刀電
圧は士lOVです。

3 - 2 出刀ケ ー ブルの接続

出刀端子(BNC)に出刀ヶ ー プルを接続し

ますo負荷としてはデ ー タレコ ー ダ、 電磁
オシログラフ、 オ ヽンロスコ ー プ、 A/D変

換器等を接続します。

特に本器は、 1ユニ ットに2チャネル内蔵

されていますが、 チャネル間の電源は別々

なので、 最終負荷側での一 点接地が可能で
す。

百

［
差込んでから右へ45

・

回すと
ロックされます

図7
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出刀負荷の接続
1. 自動平衡形記録器

本器の出カフルスケ ー ル電圧は士lOV

ですので、 自動平衡形記録器側で、 みだ
りに感度を上げると（たとえば士0.1 V/

F.S) S/Nのよい測定ができません。
2. デ ー クレコ ー ダとの接続

(a) 入刀レベルが20Vp-p（土lOV) 以上
印加できるデ ー タレコ ー ダには、直接
接続できます。

(b) 入力に分圧回路を必要とする場合
デ ー タレコ ー ダの入カレベルが士lV

のものは、 図8のような分圧回路が必
要となります。

8
 

7
ー

J

路

＿

図

回ー圧 ー

'̂

­

分一

A
―

-

r,
1
:
l
_
L
L

「 ― 戸rば—7
―

7

/----- ] 
A, 

ただしR1+R2/Rら�2000 としてく
ださいo

3. 電磁オ 、ンログラフとの接続
電磁オ 、ンログラフの入刀部分には次の種
類があります。本器の最大出力電流は
士50mA なので直流増幅器内蔵以外のも
のはガルバノメ ー タの安全電流内で使用
してください。

電磁オ 、ンロ入力部 回 路 仏刀の種類 当社の電磁オシロの形式名 注意する点

巴

本甜
ニエ

電磁オ

コ

シログラフ

直流増幅器付 ガルI ゞノ
電 圧 5L4 氏 46, 47, 48 入カレ ‘ノジ

メータ

ガルバノメ ー タ
振幅調整器付

］ 制動Ig抗
ガルパノ 電 流 5L41, 42, 43, 44 

の安全電流メ ー タ

振幅調整器なし こ
本

註 電磁オ シロ グラフ 電 流
ガル，，、りノ

メ ー タ

振幅調整器がない電磁オ 、ンログラフでは、 次表のような、ンリ ー ズ抵抗を接続してください。

ガルバノメ ー タ 感度一様な 外部適正 シリ ー ズ 振幅（光学長3 ocm) 
形 式 番 号 周波数範囲 制動抵抗 抵 抗 頑0.5 V 訊lOV

3 3 1 1 DC~ 70Hz 8 0Q lOOkQ 約3. 4 約68

3 3 1 2 DC~170Hz 1 4 lOkO 2. 7 54 

3 3 1 3 DC~260Hz 1 2 2k0 2. 6 53 

3308 DC~650Hz 00 lkO 3. 8 7 7 

3303 DC~750Hz CX) lkO 2. 2 4 5 

3304 DC~lkHz 00 5000 ½w 1. 5 30 

3305 DC~2 kHz CX) 2000 lW 1. 1 22 

3306 DC~3.6 kHz 00 1800 lW 0. 6 1 3 

注鬱光学長1 0 cmのときは振幅が％になります。
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3 - 3 操作方法
3 - 3 - 1 測定Hiiの操作

ケ ー プル類を接続する前に、 入刀切換スイ
ッチ(MEAS-OFF)をOFFにしてくださ
い。

3 -3 - 2 電源の投入
1. 竃源スイッチ(POWER)を押込むと本

器に電源が供給されます。約1 0分間予
熱を行なってく ださい。架台収納時は 1

時間程予熱時間を必要とします。
2. 零調整(ZERO)

入）J切換スイッチ（MIi:AS-OFll')を
OFFにして 、前面パネル(/) ‘村調賂器を回
すと本器自身のオフセット（‘春点調整）
を調整できます。
時計方向(cw)にlIllして111)Jはプラス方
向に、 反時計方向 (CCW)に1111して出力
がマイナスになります。
また入刀切換スイッチをMEASにして、
上記の調整を行なうと入力信号と共に、
オフセットの調賂ができます。

3. 校正電圧 (CAL)

校正電圧は、 2チャネル[f1J時に出力でき
+2V が出刀されます。

利得微調整(VAR)をし れへl！りすに従っ
て校正電圧も大きくなり石 一 杯で約6. 6 
Vとなります。
入力信号の換算は（例えばBの波高値の
入）］電圧は次の通りです。

rn:i 上記利得は、 利得切換スイッチ④
のツマミ位置となります。

4. 出カオ ー バ ー 表示(OVER)
本器とデ ー クレコ ー ダとを接続するとき
には、 デ ー タレコ ー ダの入刀レベルに注
意してください。特にFM変調での入刀
過大時には過変調によって記録できなく
なります。 そのために本器では、 チャネ
ル別に出力がおよそ士 10.5V を越えると
OVER表示をします。
ただし、 瞬間的な波形では表示をH視で
きません。

3 - 3- 3 測定が終了したとき
(1) 入刀切換スイッチ(MEAS-OFF)を

OFFにする。
(2) 電源スイッチをOFFする。

A
 

図9

未知入力電圧＝ ―ー ・B 1
A (利得）

X 2V (校正竃圧）
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4. 良い測定デ ー タを得るには

4 - 1 入刀ケ ー プルの接続
入刀の接続図は、 3- 1項を参照してくだ
さい。
入刀ケ ー プルは2芯ヽン ールド付でこの 、ン 一

ルドはコモンになっています。
熱電対・シャソト抵抗の測定で赤芯線を長
くすると商用交流の影響を受けやすくなり
ます。

「 ― ---7

i
□
i � 
L----」

「
― -- --- 7できるだけ短くする（赤芯線）

I I I , I i 

[ -- - -'--」

図1 0 

4-2 C MR
熱電対 (2 線式）での測定

短か（する
- -- -1 

ーイ
出力

.,‘
 

図11 

上図の場合、ノイズ電硫Lは、
CMV→R戸凡を通って

CMV 
ル＝

R2+Ra 

抵抗R2（熱電対の線抵抗）にノイズ電流し
が流れるから
ノイズ電圧 e は

となります。
ノイズ電圧を小さくするには入、出刀アイ
ソレー ショソ増幅器を用い、

「――.―7
短か〈する l 

出力

図12 

上図のようにシールドを熱電対先端に結ぶ
ことができれば、 ノイズ電流はR1, R2を
流れないのでCMRが改善されます。

4-3 フィルタ
フィルタはベッセル形2ボ ールフィルタで
S/Nの改善に用います。
しかし、 50 • 60Hzの商用交流の除去のた
めに、本器のフィルクを1 OHzにしても約
％程度しか圧縮できません。

4 -4 自動平衡形記録器との接続

口 。＞ IF ＇ s 

自動平i釘「
― - ---7 

↓ （例） i ¢士0.IVIFSl
L-----l 

図13 

上図のように出力側に接続される記録器の
感度を上げると、記録デ ー クがノイズ、安
定度などによってふらつきますo 自動平衡
形記録器の感度を士1OV/F.Sに合わせて
使用します。士lOVのレソジの無いものは
3 -2 2項デ ー タレコ ー ダと同様に接続
します。

R2 • CMV e = R2 L =-- -- —  

R2+R 。
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4 - 5 電磁オシログラフとの接続 5 - 2 ケ ー スヘの収納

フ

7
ー
ー
ー
ー
行
l

ラー

ニ

竺

バ一

シ
ー

ハ
ー

ォ磁
ー

電
L
_

ベンチトップ

ラックマウ

図1 4 

5. 

5 - 1 
5 - 1 - 1 

4 - 4項と同じように本器とガルバの間に
制限抵抗を入れないと、見掛上感度が上り
ますが、電源ON·OFFでの電流ラッシュ
がガルバに流れ損傷の原因となります。ま
たノイズ、安定度など記録線がふらつきま

す。3-2項を参照に本器とガルバの問に

制限抵抗を入れてください。
周 辺 機 器

直流電圧電流発生器3K02との接続
サプレッショソと しての使用法

本器を収納できるケ ー スは、
ケ ー スで3, 6, 8チャネル、
ソト用で8チャネルケ ー スがあります。
ケ ー スとは、収納時にユニットヘの電源の

み接続されるので、入・出カケ ー プルの接

続はケ ー ス背面より行ってください。
ュニットのパネルロックを強く前に引くと
ロックが外れ、ケ ー スに収納できます。収
納後、 パ ネルロックを押すとケ ー ス ・ ユニ

ット間のロックが終ります。
本器は、納入し

・

た時点でヶ ー ス底面に止め
ネジがついているので、これを取り去って
からロックを操作してください。
また移動時にも、このネジを使用すること

により本器の動揺が押えられます。
ケ ー スにアソプユニット全部が入っていな
いときには必ず止めネジをするようにして

ください。

ヽ

02-

』

言

k

ー
ガ

3
L

日
ー
r,量

｛号信

½
 

2゚L
 

6
 

l
ー
ー
ー
1-
1
1
ー
ー
ー
ー
ー
ー＿1
1

J

―

―

 

―

―

 

―

―

 

-

[

­

一

カ

＿

L
1
17

ー
L

出力

゜

図I 5 

Eコ

止めネジ

底 面

Eコ

5 - 1 - 2 プリッジ電源としての使用法

図 1 7 

「
― ----寸

I 
16L02½ 

□ L-----| 

定電流出力でも使用できる

図］ 6

7
 



5-3 ケ ー スの換気
5-3-1 ラックケ ー ス 1 台の設置

傾面ペネ叶諏珈となっかる
ファンユニットA

ラノク／□_J_20mm 以上持上げる

プ／ I／IIII////777丁
床（机）

図 1 8 

5 - 3 - 2 ラックケ ー スの多段実装について
この場合、実装段数・負荷条件硼環境温度
によってユニット内部の混度が上昇し、信
頼性が低下しますので、下表を参考にして
およそのフ ァソの数艤を決めて下さい。

収納キャビネット

8チャネル

ラックケ ース

フTンユニットB

言 ファンユニットB

図2 0

ファソユニットBは、多数実装時にはおよ
そ 3段に1 ケの割合で、ラックケ ー スに密
着するように置いて下さい。（アンプのユ
ニットケ ー ス背面パネルは放熱板となって
います。）

最悪環境下（注）
ファ‘ノユニットAlファソュニットB

3 ~6 

6 ~ 9 

* 1

1 ~ 2 

1 ~ 2 

1
-

2
-

3

（注）この場合最悪環境下とは
0 電源電圧AC110V(+10%)

0 出力電圧・電流＋ lOV/50mA

0 使用福腹十 4 0 ℃（周囲温度）としてあ
ります。

上表を参考にして数量を決めて下さい o な
ぉュ ー ザ ー 側で実装するときは実装方法を
当社に問い合わせください。

一

―ー
ロ

図1 9

ここで、ファソユニットAは多段、負荷電
流大、環境温度が高い場合にユニットの内
部の通気を行い、ファソユニット Bは自然
対流を促進します。

- 8 -



6． 動 作 原 理

［三プロー
一ロニ＿＿― -一言---]

I

戸
X 1/100 

I 
CAL I 

I 

し--------------------

口

出力A

（図は1チャネル分）
＼
ー
）＞゚420,22

薗

文
磁

AC

園口

図2 1

上図は、 本器の％チャネルプロ ックダイアグラムで、 2 チャネルは完全に分離した構成とな

っています。

入力信号は入刀 ATTx 1, 1/100 MEAS-OFF の入力切換スイッチを通って初段で
X 0.1~x100 0 までの利得切換を行い、次段にて利得の微調整 ・校正電圧が加算されます。
その後、 フ ィルク回路を通った信号は、 ZERO調整され、 電力増幅段を経て出力されます。
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保 守

本器は厳密なチェックを経て出荷していますが、 1カいな性能を示さぬ時は次の点を確認した上で、当社
サ ー ビス部門へご連絡ください。

1. 入カケ ー プルの接続(3- 1項参照）

入）］ケ ー プルl
赤 ・・・十入力

白 ・・・ 一 入力

シ ールド…コモソ

出刀がふらっく 2. 入カケ ー プルの断線
叫· ... 5ピソ

白 ... 1ピソ

シールド・.. 9ピソ

テスクで導通チェックしてください。

l. 出刀ケ ー プルの接続
負荷が定格よりおもくなっている

またはショ ー ト。
出刀が出ない

I 
赤…十出力

出カケ ー プル
黒…コモソ

2. 出刀ケ ー ブルの断線

テスクで導通チェックしてください。

1. 入力切換スイッチ(MEAS-OFF)を

OFFにして、出力を見ます。
a. とばないとき入刀ヶ ー プル、接続

出力がとぶ b. とぶとき本器のオフセットを回して

みる。
C • OVER表示のとき内部が故障してい

る。

- 1 0-



8． 仕 様
1. チャネル数：

2 チャネル／ 1 ユニット

チャネル間電源分離
2. 入力形式：

直結差動入力
イソピーダ 、ノス．

入力 ATTxl ほぼ 5M+5MQ(入刀過

大時 2k Q，電瀕 OFF 時ほぼ無限大）

入力 ATTXl/1 00, ほぼ lM+lMO

（入力過大、 電源 OFF 時共）
3. 利 得：

1 000 • 300,100, 30, 10, 

入刀 ATT x 1, X 1/1 0 0 ステップ切換

精 度 士0.5％（入刀ATTXl)

士1％（入刀 ATTx t /100)

安定度 士 0.0 2％／℃ 

微調整 各利得問連続可変可能
X 1 ～約 X3.3

4. 直線性：

士0.05%/F. S 

5. 周波数特性 ．．
DC~lOOkHz +ldB,-3dB

6. ロ ー パスフィルク：

2 ボ ー ルベッセル型フィルク

DC~lOHz,DC~lOOHz, 

DC~1 kHz, DC~lOkHz 

7. 同相許容入力電圧：
ATTXl 士lOVDC 又は AC( p-p)

AT T x 1 / 1 0 0 2 5 0 VD C ,  AC (RMS) 

8. 同相電圧除去比：

(CMRR)ATTXl,lkO 平衡

信号源の状態で8 0 d.B 

9. 差動許容入力電圧：

ATTXl 士lOVDC 又は AC (p-p)

ATTXl//100 250VDC,AC(RMS ) 

1 0. ドリフト：

利得 XlOOO時入力換算 1 0 µ. V／℃ 

1 1.雑 音：

利得 XlOOO, フィルタ ー W/B 時
入力換算 60µV p-p

1 2. 校正電圧：

+2V(VAR 左一 杯） 2CH同時印加

1 3．セットリソグタイム：
フルスケ ー ルのステップ入刀に対して、
出力が最終値の 9 9. 5 ％に達するまで
5 0 /..I. s 

1 4. 過負荷回復時間：
差動許容入刀電圧又は、 フルスケ ール入

カの5倍の過負荷のいずれか小さい過大

入力の回復に対し、 出力がフルスケ ー ル

の 0. 5 ％に達するまで1 0 0 IL S 

1 5. 出 刀：

電圧 士lOV

電流 士50mA

イソビ ー ダンス 1 Q 

容量負荷 0.1 11, Fで発振しない

1 6. 零調整範囲：

約士1 V 
1 7. 使用温度湿度範囲：

0 ℃~40 ℃ 20~85%RH 

1 8. 電 源：

AClOOV士 1 0%, 5 0, 6 0 Hz 

約11V A  

1 9. 外形，質量：

約1 4 3 (H) X 5 0 (W) x 3 5 4 (D) mm 

約 1.6kg
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9 - 2 ケ ー プル類一覧表

ケ ー プルの名称

直流増幅器用

入刀ケ ー プル

47344 

形 使用コネクタ

AMP 

206485-1 

百 I 206062-1 

⑤十入力
①ー入力
⑨シ ー ルド

0.3mm2 2芯S付(2m)

状 備 考

出刀ケ ー プル

47345 

電源ケ ー プル

0311 -'- 2030 

赤（＋）

黒（ 一 ）

DDK 

BNC-P-

58U-CRlO 

一

入《
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三栄レポ ー ト1 01より抜芸

9-4 I直流増細料の使い）j

9 - 4 - 1 |U枡且竹軋晶店怜とは

直流増幅器は、 オ 、ンロスコ ー プやデジタル

ボルトメ ー クなどに組込まれ、 多）川hiで使

川され ている。

ここで 、 直流削tll糾器とlifぶものは、 計m11)廿

の直流削Ill闘サ(/)ことで、 性能が細か<fl：様

化され、 ユー ザ ー かこれを見て判断し、 色

々の用途に使fl)する機料をいう。

具体的には、 デジクルボル1、メ ー タやオシ

ロスコ ー プなどに内蔵されている直流増幅

器を取り出し、 それ［l ｛小を使いやすい形に

して、 各種調幣川 ‘ゾマミを設け、 各柚のI.l

的に応じられるよう汎川機器化したも(/)で

ある。

ところが、 それ自体単体の叶測悩として使

用することになると、 測定l I的にマッチす

る使い方、 必要な性能などが解らず、 直硫

増幅器の適切な使用によって簡単に 解決可

能な場合でも、 計測に苫労する場合が多い。

これは直流増幅器の入）J 1lltl、 出力側に接続

される機器の電氣的仕様に限界のあること

および直流増幅器自体その用途を制限せず

まった くの汎用計測器であるためと思われ

る。 このため直流増幅器は実に多様な川途

が考えられる。 そこでまず）1k本的用途につ

い て解説する。

一般的に、 何か計測しようとする場合、 信

号源と最終的にデ ー タをとる機器（レコ ー

ダ、 デ ー タ集録・処理装樹など）の問で、

信号をコソディショ ニ ソグする必要がある。

その第ーは信号レベルが小さい場合、 組合

せ機器に応じたレベルまで増幅する機能で

ある。（図1, 2を参照してください）

0~IOV/FS 左の状態では、 信号源

のブルスケ ー ル出力を

負荷はフルスケ ー ル

0. 1％で読みとること

になり、 分解能、S/N

の悪い測定しかできな

図 1 .J瓢璽誓 い。
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図 2 

直流増幅岱を利得X 1000で 使用す ると信

けの 0~lOmVを 0~1 0 VIこ増幅でき負荷

ヘフルスケ ー ル電圧で信号を供給できるの

で、 分解能S/Nとも良い測定ができる。

この場合、 現在の増幅器は性能面で増幅度

（利得）の正碓さは、 デジクルボルトメ ー

ク並に直流禎域で高く、 また、 周波数特性

は、 lOOkHz 程度までのびており、 一般

的物理械の計測に 必要な帯域を十分にカバ
ーしている。

第二は援衝器としての機能である。（図3

4を参照してください）

何らかの計測をする場合、 その信号源とデ

ータを記録あるいは処理する機器とは、 直

接接続できな い場合が多い。

これは一般的増幅機能の他に、 バ ッファ ー

としての機能を必要とする機会が多いから

である。

すなわち信号源に対し、 高い入カイソピ ー

ダ ヽノスで受け て負荷を軽くし、 負荷 となる

機器には低いイソピ ー ダ ヽノスの出力を与え

てやることにより誤差 の発生を防ぎ、 耐雑

音性を高める機能である。

信号湘 負荷

図3

左の図では信号電圧 Es

はそのま ま 負荷に伝え

られず、 信号源抵抗 Rs

と負荷入力抵抗Riで分

圧され誤差が生ずる。

Es x�. == 

Ri 負荷の入
Rs+Ri 力 (Ein)



Rs-::--= J kO, Riニ―: 10 kQの場合

1 0 
E i n = Es X •一::: 0.9 l fl�s

l + J 0

となり 9 ％の語産となる。

凶 4

直流増幅器を使用すると、 通常入力抵抗
Riaは非常に高く出力R。は非常に小さい。

例としてRs == lkO,Ria == 1 OMO,

R。 = ]Q ,Ri =1 0kQで考えると

Ria
E 。 = EsX ==0.9 � 9 9 Es 

Ria +Rs

Ri _ 1 o•
Ei n == E。x =E 。x

Ri +R。 1 0`+1 

= 0.999999E 。 = 0.99 9 8Es で 0.0 2

％の誤差し か生じない。

注：信号源が 定電圧出刀、 直流増幅器も低出力
抵抗（定電圧出刀）のもので説明したが、
工業用計器には検出端だけではなく、 回路
も含んでいて、 温度変換器とか圧力発振器
と呼ばれているものがあり、 これらには定
電流出力のものが多い。この場合 Rs>Ri 
で信号電流 Is x Ri � V という条件で使用
する必要がある。(Vは信号源の電圧の動
作範囲）このためにRiには上限が生ずる。
この場合はその制限内のシャソト抵抗でタ
ー ミネ ー トし、 その両端の電圧をとりだす

ことによって、 簡単に電圧として測定可能
になる。
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図 、5
上の例では線間の抵抗Rs#'Riで Rsが大き
い場合、 外米雑音をひろいやすくなる。

図． 6
この例では長く線をひくところが直流増幅
器の出刀からで線間の抵抗R。 /Riとなり
Rs>R。 の場合、 その分だけ改善される。

第三は、 信号源と負荷との間のアイソレ ー

ショソに使用する場合である。（図 7, 8

を参照して下さい）
信号源（変換器、 シャソト抵抗、 その他機
器など）のコモソと負荷となる機器（レコ
ー ダ、 デ ー ク集録・処理装置など）とのコ
モソの間には電位差のある 場合が多い。
この場合電位差が小さいときは、 直結差動
形を使用し、 大きい場合はフロ ー ティソグ
入力のもので 信号の受け渡しを簡単に行な
うことができる。
面流増幅器を使用しないと、 測定に大きな
誤差を生じたり、 雑音（商用電源によるも
の）が大きく混入し計測が不可能になる。
その他、 負荷となる機器が破損したり、 信
号源が不用意に接地されるために、 信号源
側を破損することもある。



訳り ［ l-=廿ノ 電源側に 、ンャソ
卜抵抗が入って

いる測定では、
片線接地の計器
は接続できない。

凶 7 � 接続すると竃流
Iが流れ、Rsや

竃源等を焼損する11f能性があり、またデ ー

タもとれない。

図 8

フロ ーティソグ入力の直流増幅器を使用す
れば、入出力間がきりはなされるので問題
を生じない。（耐圧ー►C MVには注意）ま
た次図の方法もある。

図 9

- 2 0-

接地1廿j '1に位．祐fVと、電卸 ‘崖fE Vpの利1が小
さいとき（直流増幅闊i(1)CMVより小さい
とき）は図(/)ように直結差動形でもよい。

接地形熱電対

------C----

図］0

接地形熱竃対に片線接地の計器を接続する
と接地、点問＇直位差Vが信号と加算され、測
定1＜能になる場合が多い。

図1 1 

フロ ー ティソグ入刀直流増幅器の使用でV
による問題を避けられる。 vが小さいとき
は上の例にあるように直結差動形でもよい。

第四は直流増幅器の持っている「利得の調
整機能」を利用し、係数器として用いたり
付加機能として持っているロ ー パスフィル
クに使用することである。（図1 2を参照
してください）

l ど．:°JIH \'/ JO t (/) II . I 、 L・ ル

I rnV/ I kgで直続可能になる

図1 2 



以上、 簡単に、 直流増幅器の晶本的な機能
を述べてみた。 しかし実際のアナログ計測
は、 なかなかめんどうな要素が多く、 計測
に苦労する場合が多いと思う。
この点メ ー カ ーは、 牒富な経験を積んでい
るのでお問い合せいただければ、 何らかの
解決法を見出せるものと思う。

9 - 4 - 2 直流増幅器の選び方
直流増幅器は、 その用途によって、 機種を
選択する必嬰がある。
予算に制限がなければ、 フロ ー ティソグ入
カの高級器を採用すれば、 ほとんどの計測
に使用できるo ただしこのタイプは直流増
幅器の中で妓も高価である。
そこで新規に購人する場合は、 用途に応じ
て最適のタイプを選択する方がよい。選択
のHやすとなるものは仕様であるが、 予備
知識なしに良否の判断をつけにくい場合も
多いので、 とくにボイソトとなる項目をと
り上げて簡単に解説する。

(1) コモソについて
アナログ計測ではよく コ モ ‘ノという言
葉が使われる。 これは文字通り共通と
いう意味で、 あるいくつかの電圧値を
論ずるときの、 共通の枯準点という意
味で使われている。 こ の基準点（コモ
ソ）というのがくせもので、 何力所か
の電圧源がある場合、 各々のコモソ問
に電位差 （電圧）のある場合が多く、
全体をまとめて論ずる揚合、 どこか1
カ所を全体の コ モ ‘ノとしてきめないと
電圧値を規定できないo また1カ所を
コモソと定めても、 それが点でなく電
線等で長く引いている場合は気を付け
る必要がある。
その電線が出力電流等の帰路になって
いたりすると、 電線上に電位勾配を生
じ、 枯埠点とはいえなくなるからであ

る。 また各々の電圧源をコモ ‘ノ接地し
た場合、 接地点を1ヶ所にまとめる場
合はよいが、 接地点が異なったら駄目
である。 これは接地点問には必ず電位
差があるからである。
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以l：述べたように、 ある計測 、ンステム
を考えると、 多くの各柿機器が継続に
並列に接続されることが多いので、 コ

モソについて充分配慮する必要がある。
通常、ンステムでは、 デ ー タを最終的に
とりこむ機器の入刀のコモ ‘ノを全体の
コ モ ‘ノと定める場合が多い。
我々はこれをシステムの コ モンと呼ん
でいて、 ここを接地することが多い。
（l伎適な接地｝はである）

2点接地は前にも述べた通り、 接地問
寵位茂が、訊差の雑音として混入する
ので絶対避けなければならない。
実際の 、ンステムでは、 信号源と、ンステ
ムのコモソの問に大きな電位差がある
場合が多くある。
これらの場合は、 直流増幅器の適切な
使用により、 問題の発生を防ぐことが
できる。 これは後でも述べる直流増幅
器の持つ、 同相電圧による、 誤差や雑
音の発生を抑圧する機能(CMRR)、
同相電圧に対する耐圧の機能(CMV)
である。
以上述べたように計測、ンステムにおい
て、 デ ー タがデジタル化される直前ま
で、 常にどこが 、ンステムのコモンか、
コモ ‘ノ問の電位差をどう処理するかを
考える必要がある。

(2) 直流増幅器のケ ースの問題
通常カタログ仕様には記載されていな
いが重要な問題がある。 これは直流増
幅器ュニットの外周をかこっているケ
ース（ほとんど の場合金属である）が
どこへ接続されているかである。

比較的簡易な直流増幅器の場合、 ケ ー

スは静竃 、ン ー ルドとして使用するため
に 、 コ モソに桜続されている。
これけ直流増幅器を机上にセットした
り 、 架台にとりつけたりすると増幅器
のコモ ‘ノはその地点、で接地される簡単
な用途の場合は、 これでもよいが、 前
にも述べた泊り結果的には信号甑］、 シ／



ステムのコモソ等が接地されることが

多いので、 多点接地となり問題を生じ

やすい。

従って、 直流増幅器のケ ー スは回路 か

らフリ ー になっているのが理想である。

当社の直流増幅器では、 新6L,6Bシ

リ ー ズのすべてがケ ー スフリ ー になっ

ており、 多点接地になる心配はない。

(3) 直流増幅器の入力回路

直流増幅器の入力回路には次に示すよ

うなもの がある。

信
号
源

ii:: I.'・'.j,1及i也l- 囀̀iり籾の使lil法は1: 99T 

図1 3 

負
荷

図1 3は 、ンソグル入力のもので、 前に

も述べたように2点接地になると、 接

地点間電位差は、 負荷からみて入力信

号と加算されて入力となり、 誤差を生

じたり、 雑音として混入したりして問

題となるので、 直流増幅器の入刀回路

としてはほとんど用いられない。

レベルの大きな信号を取扱うロ ー パス

フィルクなどに用いられている。

'I::./ ·(ン． l,l :;,1t;!IIIHJlf1しか、ク（：叫i l 1 1, 1[,Ii! \'),i /•， 'り
‘
.I,．， 過大人）J'':

なり幻ii L ·c しま）． 当社該当機種： 6801 形， 6C01 形

図1 4は直結差動入力形 直流増幅器

に よく用いられる回路である。

原理的には、 出力E。は(El ― 止）XA

（利得）で得られる回路で、 2点接地

になっても、 信号源のコモソが増幅器

のコモソと異なる電位になっても、 下

図の ようになり出刀に現われない。

図1 5 

CMV : 2点接地による電位差または信号源と

増幅器のコモソの間に電位差がある時

の電圧。

十 ， ー入力に同相に加わるので同相電

圧(COMMON MODE VOLTAGE 

→CMV) と呼ぶ。

図1 5の場合

十入力はE叶CMV
ー入刀は比十CMV

差動入刀回路であるから、 出力は

E。=-= ((E,+CMV) - (EげCMV）〕

XA=((E1 -E2)-(CMV-CMV)) 

XA==(E1 ―比）XA

でC MVは打消され出力に現われな

いo ところが実際には完全に打ち消

されず、 いくらか出力にその影響が

現われる。 この影響される程度を示

すのが、 色々な言い方があるが、 同

相分弁別比(CMRR)である。

これは C MR R == 2 0 Log Ad/ ACM 

dB 

ここでAdは利得、 ACMは同相

利得。

で規定される。

図1 :1 

-· 2 2-



例えばCMRR�て 1 2 0 d Bの直流増幅器
の場合JOmVの｛言号を利得10 0 0倍
で測定しようとしたとき、 ］ ov の
CMVによる障害はどの程度かという

と、 信号はlOmVの］000倍、 出力

で10Vになり、 CMVによるものは、
1 2 0 d B = 2 0 Log 1 0 0 0/ ACMより逆

算して、 ACM=]/1 0 () 0 となり 、す

なわちJOVの1//1000の1 OmV が

それであり、 JOVの伯けに対し1 Om 

Vの誤差あるいは雑音となることがわ
かる。

史際の計測回路では、 C MVが仔在す

る場合が多いので、 CMRRは重要な什
様である。 また当然C MVにも限界が

あるので仕様には必ず記載される。

信
号
源

出カコモン

図1 6 

注：入プ］コモソ、 出刀コモソ問抵抗は00

でもよい、 両者とも別々の晶準点
（コモ ‘ノ）として使用できる。 ただ

し出刀 コモソが増幅器ヶ ースに接続

されていると きは、 ケ ースと負荷の

2点接地に要往意。

図1 6はフロ ー ティ ソグ入力で入刀が
、ンソグルのものである。

この方式のものは、 人力、 出刀問が電
気的に絶舷されていて、 信号分だけ通
過するように作ら れている。

従って、 入カコモソ と出力のコモソは

任意に接地してもよいし、 要するに使
いわけができるのできわめて使用しや

すい。

ただしこのクイプのものは、 広僻域化
が困難であったり、 入1廿

―
)J間の絶縁に

変復調方式を用いているものでは、 直
線性をあまりよくできない とか、 変復

調の周期性雑音を生ずるなどの間辿も
ある。

もちろんこれらの問題の発生しない高

級機も発先されている 。 このフロ ー テ

ィソグ人JJのものは、 直結差動）［多より

も良い CMRR I CMVが得やすい。

CMVは、 絶舷されている入 ―))と11i)J

問の耐圧になり、 直結形のC MVは1IIl

路の＇屯位配分卜．きまるので一 瞬の過大

CMVでも飽和してしまうのに対し、
フロ ー テ1ソグ入）Jでは短時間で絶縁
が破壊されない場合は CMVが仕様よ

り大きく越えて も測定が可能である。

実際の計測では、 配線等から接地に対

し容贔結合によってリ ー ク竃侃が流れ

配線抵抗による電圧降下のアソバラソ

スが1［［ 流増幅器の入力に差動電圧とし

て印加され、 等価的に著しくC MRを

低下させることがある。

これらや直流増幅器自身のC MRRを

良くするために、 通常入力にはガ ー ド
ツ ー ルドが設けられている。 これは図
1 7 ,  1 8で簡単に説明する。

A ガートシ ー ルドのない場合

図1 7 

ガ ー ドシ ー ルドがな い場合は、 対アー

スのストレイや線間の容星C I
・ ・ ・ •••Cx,

C 1 … •••CxにCMVが印加されることに

より、 I.···.. • lx,I1······ Ixが流れ
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X X I 

I: Ix X Rs - L
1 

I x Rs 
x= l x= t 

の電位差が増幅器入刀端で生じ、 同相
入刀から差動信号が生ずることになり
CMRRは低下する。

ガ ー ドシ ー ルト

B ガ ー ドシ ー ルドのある場合

図1 8 

入力線および増幅器入プ］部を 、ン ー ルド
で囲み、 CMV の入刀に接続する と入
刀線とガ ー ドシ ー ルドとは同電位にな
り、 入刀線からは電流が流れず差動信
号は生じない。
電流はガ ー ドツ ー ルドからだけア ー ス
へ流れる。

注：フロ ー ティソグ入刀の場合は、 フロ
ーティソグされている部分もガ ー ド
シ ールドで囲むことになる。

9 - 4 - 3 仕様の読み方
前の項でふれなかった他の仕様の項目のう
ち重要と思われるものについて簡単に解説
する。
(1)雑

音

これは入力信号と比較しやすいよう、
出力におけるレベルではなく、 入力換
算値で示される場合が多い。
また利得を変えたときでも、 出力にお
ける雑音レベルが計算できるように、
入刀換算値＋出刀換算値で表現してい
るものもある。
この場合は入刀換算｛直に設定している
利得を乗じ、 出刀換算値をそれに加え
れば、 出力における雑音レベルを計算
できる。
また雑音を電圧件のものと、 電流性の
ものに分けて知． （配す・う場合もある。

この易合、 電圧性雑

音

と電流性雑音に
信号源抵抗伯を釆じて加算したも(/)が
全体の雑音電圧となる。
また帯域を区切って、 下記のように示
す場合もある。

DC~lOOHz で 5µV

DC~ lkHz で1 5 tt V
DC~lOkHz で 30µ,V

この項で特に気を付けなければならな
いのは、 雑音の伯がピ ー ク値か実効値
かということである。
雑音がホワイトノイズに近ければ、 実
効値はピ ー ク値に対し1/7~1/8ほど
の値になり、 はる かに小さな値になり
はるかに小さな値でホされることにな
る。 測定しようとするデ ー クが振幅の
場合はビ＇

ー ク｛直が、 デ ー タ自体がパッ
ーのようなもののときは実効値がSN
をまとめることになるが、 実効値表示
の仕様の場合極めて大きな振幅のパル
ス状雑音が含まれていても、 仕様では
小さな値で示されるので気を付ける必
要がある。
また信号として識別できる信号のレベ
ルは雑

音

のレベルまでということにな
る。

(2) ドリフト
これはゼロドリフトのことで安定腹と
表現される楊合もある。
直流増幅器は直流をその信号として取
扱うので、 入刀短絡すなわちゼロ入力
のときは出力もゼロV で変化しないの
が理想である o ところが実際には、 入
力が変動することもある。
この変動する原囚は主に周囲湿展の変
化で、 長時間の場合は時間も原囚とは
る。
これは誤差を生ずる要因となる(/)で、
ドリフトとして仕様の項目でそのレペ
ルが明記される必要が生ずる。 これも
人）］（言号のレベルと比較しやすし、J、 -i
に入刀換算｛直で示される場合が多い（
またijii項と詞じ理由で、 人力換勾伯
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+IIい］換n値で示される出合もある。
値は主にnil虻係数で示されるが、 時IHJ
もドリフトの原因なので、 時1iil係数と

両方で示される楊合が多い。
この仕様は直流増幅器が電加を投人さ
れてから、 内部で熱平衡l.-’、lli))が安
定してからの安定時間も併出されるこ
とが多い。

(3)利 得
直流増幅器は汎川(l)叶測器なので、 色
々のレベルの｛はりを取扱えるように利
得の切換器が付いている。

この項でtt11すべき J点は、 その岐大fl]
得はいくらか、 利得の切換幅はどの程
度でどの程股の細さか、 利得の正確さ
はどの程度か、 利得の安定炭はという
大きくわけて4項liとなる。
最大利得は①，＠項と共に取扱える伯
号の下限のレベルと関係があり、 利得
の切換幅、 細さは取扱う色々のレベル
の信号に対しての便利、さ、 応用範囲の
広さのめやすになる直流増幅器の用い
方では出刀を読みとり使用した利得で
割算して信号のレベルを直説する場合
が多いo従って利得の正確さ利得精度
は直要な項Hになる。
また利得の正確さと共にその安定度も
重要で、 一般にその温腹係数が仕様の
項目にのせられる場合が多い。
この場合その時問係数も当然什在する
が、 値がきわめて小さく、 また仕様と
して管理するのが大変なので 一 般には

項目としてのらない場合が多い。
(4)直 線 性

入力電圧が直線的に増加するとき、 そ
の出力も入力に比例し完全に直線的に
増加すれば、 直線性についてはまった
く問題がなくなるが実際にはそうなら
ない。
この理想直線からどの程腹ずれるか示
すのが仕様である。 一般的にはフルス
ケ ー ルのX％以内と表現される場合が
多い。 この意味はフルスケ ー ルが1 0 
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v て1[l線i生を（）．01%というと、読み取
り(lliには1 0 V(f)士0,0 1 % 、 すなわち
士lmVの直線性誤差が含まれる可能性
があるということである。

(5) 周波数特性
これは11fl流の利得に対しDC~100k
Hz -3dBというようにある誤差を生
ずる周波数で示されることが多い。
場合によってはド記の例のように帯域
によって細く規定することもある。

DC~ JkHz 士0.1 % 
DC~ l O kHz J: 2% 
DC~ ]OOkHz -3dB 

このように訓かく規定することは望ま
しい）j怯であるが、 このように細かく

精腹良い仕様で製品を管理して出品す
るためには、 非前に多くのエ数を要し
高価になるのでよほどの高級機でない
と実現できない。
また国産晶ではほとんどないが周波数
特性とスリュ ー リミットまたはスリュ
ーレー トという仕様が並記されている
場合がある。
この併記されているのは、 増幅器の出
刀の最大変化速度を示すもので、 この
ような仕様で揖かれているものでは、
フルスケ ー ル電圧ではその示されてい
る周波数まで信号が通過せず、 ひずん
だり、 振幅が小さくなったりするとき
がある。 これはフルスケ ールでは、 出
カの変化速度がそのスリュ ー リミット
以上になってしまうからで、 振幅を小
さくすると通過するようにな る。
この点は特に輸入品の場合、 気を付け
る必要がある。



(1) 本書の内容の全部または、一部を無断で転載することは固くお断りいたします。

(2) 本書の内容に関しては、将来予告なしに変更する事があります。
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